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シンポジウム出席者 (50音順)。懇親会出席 (53名)
日本藻類学会第3固秋季シンポジウム

1.青山和男 2.0秋山 優 3.0浅井良紀

11月25日，日本植物学会第52回大会(筑波大学)の 4.浅田泰男 5.0鯵坂哲朗 6.。有賀祐勝

関連集会として日本藻類学会秋季シンポジウムが渡辺 7.0飯閑雅之 8.0石川依久子 9.。石川広隆

信氏(国立公害研究所)と渡辺員之氏(国立科学博物 10.0今回 克 11.岩波嶺雄 12.白井健司

館)を世話人として国立公害研究所において開催され 13.0梅崎 勇 14.。姥名政仁 15.。大塚晴江

た。新潟，鹿児島lζ続いて3回目の開催である。前回 16.。大葉英雄 17.。大森長朗 18.。奥田一雄

の話題は海藻について行われたので，霞ヶ浦をひかえ 19.0奥田武男 20.0長岡敬五 21.小沢伸子

る地で行われるとの度のシンポジウムの演題は「陸水 22. 0笠井文絵 23.。加崎英男 24.。片山好康

域の富栄養化と藻類の異常発生」と決められた。演者 25.。門田 7口 26.神山京子 27.oJlI井裕史

iζ近畿大学農学部教授門田元博士(淡水赤潮の場 28.川原崎守 29.菊地誕史 30.桐原幸一

合)と国立公害研究所生物環境部研究員高村典子博士 31. 0小林艶子 32.。小林 弘 33.小松崎茂

(アオコの場合)をむかえ，東京水産大学教授有賀祐 34.0斎藤宗勝 35.。坂西芳彦 36.。峰峨直信

勝博士を座長として行われた。辺境の地での開催にも 37. 佐々 勤 38.津口友宏 39.鈴木忠徳

かかわらず，多数の会員の参加を得，加えて日本植物 40.0須田彰一郎 41. 0瀬戸良三 42.。高村典子

学会の都合によってシンポジウムが一般公開とされた 43.。高橋永治 44.。問中次郎 45.中村保典

ため会員外の方々も参加され，出席者は71名になっ 46.。長島秀行 47.。南雲 保 48.。新山優子

た。身近な話題で，内容もわかり易く整理されていた 49.。西淳一俊 50.。野崎久義 51. 0半田信司

のでなどやかな中にも多くの質問が出された。一般参 52.。福島 博 53.。福田育二郎 54. 0舟橋鋭往

加者からのむつかしい質問により会が盛上がってきた 55.松井千代栄 56.。真山茂樹 57.。丸山 晃

ととろで時間切れ閉会となったのは残念であった。引 58.。御園生拓 59.。宮地和幸 60.村岡浩爾

き続いて同研究所食堂において渡辺信氏の司会で懇 61.。本村泰三 62. 山寄徳多 63. 0山岸高旺

親会が開催された。梅崎勇会長のあいさつに始ま 64.0山国家正 65. 山田雄一郎 66.。横浜康継

り，加崎英男先生の乾杯の音頭で幕を開け， 2時間余 67.。吉田忠生 68.。若菜 勇 69.・渡辺 誠

りにわたってなどやかに行われた。大会出席者(。懇 70.。渡辺 信 71.。渡辺真之

親会出席者)は次のとおり。 渡辺信氏はじめ国立公害研究所微生物系統保帯施

設の方今iζは会場の手配から当日の運営にわたる全て

lζ行き届いた配慮をいただいた。記してお礼申し上げ

る。

一会員移動ー

新入会
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住所変更

退 会

今回克，金堀鉄夫(東京都)，森鐘ー(大阪府)，糸野洋(鹿児島県)
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賛助会員
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北海道栽培漁業振興公社 060札幌市中央区北4条西6丁目 毎日札幌会館内

阿寒観光汽船株式会社 085-04北海道阿寒郡阿寒町字阿寒湖畔

有限会社 シロク商会 260千葉市春日1-12-9-103

海藻資源開発株式会社 160東京都新宿区新宿ト29-8 財団法人公衆衛生ピル内

協和醗酵工業株式会社研究開発本部商品開発部センター

100東京都千代田区大手町1-6-1 大手町ビ、ル

全国海苔貝類漁業協同組合連合会 108東京都港区高輪2-16-5

K.K. 白寿保健科学研究所・原 昭邦 173東京都板橋区大山東町32-17

有限会社浜野顕微鏡 113東京都文京区本郷5-25-18

株式会社ヤクルト本社研究所 189東京都国立市谷保1769

山本海苔研究所 143東京都大田区大森東5-2-12

弘学出版株式会社森田悦郎 214川崎市多摩区南生田6-16-12

田崎真珠株式会社岡崎海洋生物研究所 779-23徳島県海部郡日和佐町外ノ牟井

神協産業株式会社 742-15山口県熊毛郡田布施町波野962-1

理研食品株式会社 985宮城県多賀城市宮内2丁目 5番60号
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